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第
一
節

対
外
硬
派
と
第

三
回
総
選
挙

め
、
十
一
一
月

日
清
戦
争
と
神
一
戸

戦
争
と
市
民

明
治
ニ
十
六
（
一
八
九
一
一
一
）
年
十
一
月
末
に
開
会
さ
れ
た
第
五
通
常
議
会
は
、
条
約
改
正
問
題
で
解
散
し
た
。

い
わ
ゆ
る
硬
六
派
連
合
に
よ
る
現
行
条
約
励
行
建
議
案
が
、
自
白
党
の
支
持
ま
で
得
る
状
態
に
な
っ
た
た

兵
庫
県
第
一
選
挙
区
（
神
戸
市
）
は
、
立
憲
改
進
党
で
前
間
敗
れ
た
鹿
島
秀
麿
が
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
た
た
め
、
自
由
党

に
衆
議
院
解
散
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は
鹿
島
に
対
抗
す
る
有
力
候
補
の
擁
立
の
必
要
か
ら
、
入
部
郡
の
武
井
伊
右
衛
門
と
石
間
賞
之
助
（
第
四
区
前
代
議
士
）
の
ど
ち
ら

か
を
「
輸
入
｝
す
る
案
が
あ
り
、
解
散
後
四
日
間
の
明
治
二
十
七
年
一
月
一
一
一
日
に
は
神
戸
支
部
の
協
議
会
を
聞
い
て
い
る
。
協

議
会
の
結
論
は
、
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
立
憲
改
進
党
の
鹿
島
と
悶
じ
仲
阿
部
（
神
戸
と
兵
庫
の
中
間
地
区
）
を
根
拠
地
と
す
る
際
会

議
員
本
域
安
次
郎
を
候
補
と
し
た
。
無
所
属
で
は
、
内
海
忠
義
（
前
知
事
）
、
小
川
鈎
士
口
（
日
本
郵
船
会
社
神
戸
支
店
支
配
人
）
、
渡
辺

尚
（
五
洲
社
社
主
）
、
須
長
清
（
明
治
移
民
会
社
社
長
、
第
二
回
総
選
挙
で
は
第
五
区
で
立
候
補
）
、
小
寺
泰
次
郎
、
村
野
山
人
（
前
代
議
士
）

ら
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
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白
山
党
只
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
兵
神
自
由
供
楽
部
は
、

人
の
会
員
で
臨
時
総
会
を
開
き
、

一
月
五
日
六

I 

の
呉

議
な
く
…
本
城
を
候
補
者
と
し
て
認
め
、
運
動
方
法
を
講
じ
る
森
山
三
右
衛
門
・
高
浜
保
蔵
・
今
井
誇
右
衛
門
・
河
合
脊
・
中

お
大

－
h
M

問
浜
治
・
鼠
島
福
松
・
藤
間
松
太
郎
の
八
人
を
委
員
に
選
ん
だ
。
運
動
は
神
戸
市
を
問
区
に
分
け
、
各
区
に
二
人
の

事
務
委
員
を
置
く
と
い
う
、
地
域
を
基
準
に
し
た
方
法
を
取
る
こ
と
に
し
た
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
七
年
一
月
七
日
）
。

村
野
山
人
は
、

一
月
五
日
支
持
者
を
集
め
た
第
五
議
会
報
告
会
を
開
い
た
。
参
加
し
た
主
な
人
物
は
、
鹿
島
秀
瞭
・
井
上
努

古
口
・
噂
崎
弥
五
一
千
・
松
本
織
五
郎
・
高
徳
藤
五
郎
・
上
回
栄
次
郎
・
滝
本
甚
右
衛
門
・
山
本
繁
造
・
杉
山
利
介
（
市
参
事
会
員
）
・

瀬
鴻
荘
左
衛
門
・
藤
田
松
太
郎
で
あ
る
。
村
野
は
、
「
神
戸
は
中
立
の
人
も
多
く
」
早
川
途
全
市
の
大
事
業
た
る
水
道
問
題
其
他

市
民
の
一
致
し
て
な
す
べ
き
も
の
多
々
な
り
い
と
い
う
状
況
説
明
の
後
、
持
論
と
し
て
「
今
回
の
総
選
挙
に
於
て
は
前
回
の
如

く
相
争
ふ
て
壮
士
侠
客
の
餌
と
な
ら
ず
宜
し
く
候
補
者
を
選
定
し
多
数
者
を
取
り
て
平
和
に
選
挙
を
竣
へ
た
し
一
と
述
べ
る
と
、

「
満
場
大
に
賛
成
L

し
た
。
そ
こ
で
第
一
院
の
「
予
選
会
一
と
し
て
、
市
参
事
会
口
氏
・
市
会
議
員
・
県
会
議
員
の
大
集
会
を
開

を
＼

人
の
候
補
者
を
選
定
し
て
、
多
数
者
を
衆
議
院
議
員
候
捕
者
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
（
問
）
。

改
進
党
も
、
五
日
神
戸
市
仲
町
部
の
支
持
者
五

O
余
人
が
会
合
し
、
満
場

致
で
鹿
島
秀
麿
（
矯
但
鉄
道
株
式
会
社
淑
締
役

日清戦争とネ!II戸

本
金
一

O
O万
円

設
立
明
治
二
十
六
年
六
月
）
を
候
補
者
と
す
る
決
議
を
行
っ
た
。

村
野
の
提
唱
し
た
第
一
一
弘
子
選
会
は
、

FM山
同
党
と
改
進
党
が
そ
れ
ぞ
れ
反
対
し
た
た
め
、
中
止
に
な
っ
た
が
、
中
立
派
の
市

参
事
会
員
川
揺
清
兵
衛
・
杉
山
利
介
の

一
人
は
開
く
た
め
の
準
備
を
続
行
し
た
。

第一節

自
由
党
は
、
党
総
理
絞
坦
退
助
の
全
国
遊
説
を
有
力
な
戦
術
と
し
て
採
用
し
た
。
兵
隊
県
の
自
由
党
は
、
一
一
月
初
旬
に
板
垣

ら
を
迎
え
た
。

八
日
午
前
大
阪
に
到
藷
し
た
板
垣
は
、
午
後
大
阪
府
第
五
選
挙
底
で
あ
る
豊
島
郡
斑
中
村
の
政
談
演
説
会
で
損
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却
し
、
夜
池
間
町
の
懇
親
会
に
臨
み
、
九
日
朝
池
田
町
を
出
発
し
て
、
午
後
神
戸
に
着
き
、
す
ぐ
さ
ま
大
黒
庄
の
政
談
演
説
会

で
演
説
し
た
。
「
輔
衆
無
忠
一
一
一
千
余
名
」
（
2
〈
傍
』
何
年
二
月
十
一
日
）
の
会
場
で
、
板
一
知
一
は
立
窓
改
進
党
や
悶
民
協
会
が
推
進
し

行
る
手
段
の
み
」
と
厳
し
く
責
め
た
て
た
。

た
政
策
な
非
離
し
た
。
彼
ら
の
進
め
た
「
官
紀
振
溺
問
題
、
条
約
励
行
問
題
等
悉
く
之
れ
悶
家
の
急
務
に
あ
ら
ず
、
唯
に
政
府

の
で
あ
る
、

彼
ら
は

彼
ら
反
対
党
は
「
私
怨
を
以
て
我
党
に
対
し

「
人
智
た
く
人
を
欺
く
一
の
慮
言
者
の
み
L

と
ま
で
論
難
す
る
。
白
山
党
は
、
第
五
議
会
で
つ
地
価
修
正
、
地
租
の
改
正
、
鉄

す
る
た
め
の
予
算
議
議
に
意
を
尽
く
そ
う
と
し
て
い
た
と
、
カ

道
の
布
設
、
治
水
の
事
、
航
路
拡
張
の
事
、
水
害
地
の
補
助
、
民
業
の
保
護
奨
励
等
人
民
の
急
務
を
感
ず
る
大
問
題
」
を
解
決

説
す
る
。
板
躍
は
、
念
入
り
に
付
け
加
え
る
。

「

til1 
F' 

水、茸
布ll

助
の
如
き
も
諸
布
、
が
最
も
急
会
｝
欲
ぜ
し
も
の
な
る
べ
し
」
1
／｝。

EH巾
党
は
「
消
協
同
的
に
は
予
算
を
査
定
し
民
力
の
休
養
な
計
り

約
極
的
に
は
民
業
発
注
貿
易
移
民
に
力
を
致
さ
ん
と
す
一
る
の

が
公
約
で
あ
っ
た
。
自
由
党
は
、

日
清
戦
争
を
前
に
し
て
既
に
、

地
方
利
益
を
誘
導
す
る
た
め
の
予
算
政
党
に
転
換
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
の
前
説
会
で
、
板
肢
は
表
斜
の
よ
う
な
九
人
の
候
補
を
発

夫
し
た
。

阪
自
ら
一
行
は
、
そ
の
後
有
馬
郡

間
町
（
第
一
一
夜
）
か
ら
、

表 84 自由党総理板肢の発表した侯者！？者名
〔明治27年 3 月 ~3 回衆議院選挙（兵附県）〕

選挙区 ｜定員 立候補者名； 選挙阪の地域

第 l区 1 本城安次郎 神戸

2 1 奥野小四郎 武J!lI,菟原， Jll辺， ヰ干潟

3 日 艇言f 多紀，氷上

4 1 石田寅之助 明石，美褒，八吉~

5 1 未定 加l古，印南

6 1 高瀬藤次郎 力日東， 多力［1, 加jJJi

7 1 未定 姫路周辺

8 2 改野 耕三 赤穂，佐汗i，宍努~＇ 1＇時｛米
1人未定

9 2 桜井 勉 ｛旦馬

関 締法；

10 1 佐野 ll)Jf'F 淡路
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美
嚢
郡
渡
瀬
村
（
第
四
一
民
）
・
同
郡
三
木
町
（
患
を
回
り
、
奈
良
県
桜
井
町
・
五
条
町
へ
と
向
か
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
一
一
一
月
一
日
、

日清戦争と神戸川
川
町第

明治27年 2月県会議員選挙党派別候補者〈神戸司7〕表 85

丹波謙蔵

椛谷陵三

加藤治郎兵衛

岸本差是太郎

立慾改進党

機関孝史

潟徳藤五郎

湯野常七

上田栄次郎

1t 

今弁護右衛門為E日喜兵衛

松原良太住野策助

岡田元太郎神間兵右衛門

台関手IJ助 川崎治平

出自定数

2
2
4
B
 

神戸部

仲町部

兵庫部；

選挙区

回
臨
時
総
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
た
。

自
由
党
は
閉

O
議
結
近
く
（
第
五
議
会
の
議
席
八

O
を

九
に
）
、
立
憲
改
進
党
も
六
議
席
（
同
四
一
一
を
間
入
に
）
を
増
や
し
て
、
西
郷
従
道
ら
の
閤
民
協

会
が
（
同
六
六
を
二
六
に
）
激
減
し
た
の
と
好
対
照
の
結
果
と
な
っ
た
。
第
一
区
（
神
戸
市
）
で
は
、

立
憲
改
進
党
の
鹿
島
秀
謄
が
本
棋
を
抑
え
て
当
選
し
た
。
第
二
区
で
は
実
業
派
と
目
さ
れ
た
村

野
山
人
、
第
六
区
で
は
無
所
属
の
商
村
真
太
郎
が
当
選
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
区
で
は
、
自
由

党
五
人
、
改
進
党
間
人
で
、
神
戸
市
の
鹿
島
と
合
わ
せ
る
と
、
両
党
五
分
近
分
と
な
っ
た
。

自
由
党
が
対
外
硬
運
動
に
よ
っ
て
勢
力
拡
大
を
果
た
し
た
の
は
、
十
月
六
日
開
か
れ
た
兵
庫

山
知
自
由
党
大
会
で
も
確
認
さ
れ
た
。
人
公
務
報
告
で
、
前
大
会
よ
り
二
一
一

O
人
が
増
え
て
、
県
の

支
部
党
員
は
三
一
一
一

O
人
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
支
部
幹
事
に
、
土
居
一
郎
・
高
瀬
藤
次
郎
・

水
域
安
次
郎
・
官
邸
朝
太
郎
・
高
鍋
鰯
郎
が
選
ば
れ
た
。

資料： r大毎a明治27年2月21El

明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
日
、
県
会
選
挙
の
半
数
改
選
が
行
わ
れ
た
。
神
戸
市
で

祭
会
選
挙

は
、
三
つ
の
選
挙
区
・
八
人
の
県
会
議
員
を
め
ぐ
っ
て
、
自
由
党
と
立
憲
改
選
党

が
間
数
の
候
補
を
立
て
て
争
っ
た
（
表
出
）
。
結
果
は
、
仲
町
部

i
高
徳
藤
五
郎
・
椛
谷
慶
一
ニ
、

神
戸
部

i
横
田
孝
史
・
丹
波
謙
蔵
、
兵
際
部

i
問
問
一
万
太
郎
・
台
関
利
介
・
岸
本
豊
太
郎
・
加

藤
治
郎
兵
衛
と
な
っ
た
。
仲
町
・
神
戸
部
は
四
人
と
も
立
憲
改
進
党
、
兵
庫
部
は
自
由
党
と
立

川
町
泌
改
進
党
で
分
け
あ
っ
た
の
だ
が
、
改
選
党
系
の
優
位
は
動
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
郡
部
で
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は
立
憲
改
進
党
1
氷
上
郡
・
赤
穂
郡
・
飾
西
部
・
持
束
郡
・
加
問
郡
の
各
一
人
と
掠
西
郡
の
一
人
、
合
計
七
人
、
内
由
党
日
多

紀
郡
二
人
・
川
辺
郡
・
宍
粟
郡
・
出
石
郡
の
各
一
人
に
持
西
郡
の
一
人
、
合
計
六
人
と
、
僅
か
に
差
が
つ
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

従
っ
て
県
会
全
体
で
は
、
自
由
党
三
間
人
、
改
進
党
一
一
一
一
一
一
人
、
中
立
五
人
と
な
り
、
議
長
・
常
陸
委
員
な
ど
役
員
選
挙
の
難
航

が
予
想
さ
れ
た
。
十
三
日
の
選
挙
（
出
席
八
五
人
）
で
は
、
議
長
・
副
議
長
と
も
に
改
進
党
が
当
選
し
た
。

対
外
硬
派

の
運
動

神
戸
弁
護
士
会
（
会
員
五
一
人
）
は
、
明
治
二
十
七
年
五
月
十
三
日
総
会
を
四
聞
き
、
役
員
改
選
を
行
っ
た
。
会
頭

に
桜
井
一
久
、
副
会
頭
に
加
藤
勝
介
を
選
び
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
「
対
外
策
と
し
て
条
約
励
行
上
事
実
の

調
査
を
遂
げ
ん
こ
と
を
協
議
し
た
」
（
『
大
毎
』
明
治
二
十
七
年
五
月
十
五
日
）
。

こ
の
協
議
で
、
桜
井
一
久
・
革
鹿
甲
子
太
郎
・
岡

国
泰
放
の
一
一
…
人
が
委
員
と
な
り
、

っ
条
約
励
行
に
賛
成
の
一
方
法
と
し
て
同
地
に
於
け
る
外
国
人
の
法
律
違
反
者
を
調
査
」
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
弁
護
士
会
の
多
数
派
は
硬
派
だ
っ
た
が
、
有
志
会
の
名
で
も
弁
護
士
郎
体
が
こ
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
少
数
派
も
存
在
し
て
い
た
。

神
戸
の
条
約
励
行
派
は
、
議
会
閉
会
後
、
貴
族
院
硬
派
の
谷
一
十
城
と
烏
尾
小
弥
太
を
招
鳴
し
て
、

「
対
外
問
題
に
関
す
る
前

説
会
」
を
開
く
準
備
を
し
て
い
た
。
六
月
九
日
大
波
市
で
捌
か
れ
た
対
外
硬
派
新
開
雑
誌
記
者
大
懇
親
会
は
、

『
大
阪
朝
日
新

開
』
の
西
村
天
悶
ら
全
国
規
模
の
五
七
人
が
参
加
し
た
が
、
神
戸
で
は
『
神
戸
日
報
』
の
牧
山
守
義
だ
け
だ
っ
た
。

戦
時
下
の
第

凶
殴
総
選
挙

明
治
二
十
七
年
五
月
半
、
ば
に
開
会
さ
れ
た
第
六
特
別
議
会
は
、
衆
議
院
が
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
っ
て
内
閣
部

劾
上
奏
案
を
可
決
し
た
た
め
、
半
月
後
に
再
び
解
散
に
な
っ
た
。
政
府
が
解
散
を
命
じ
た
六
月
二
日
は
、
同

時
に
清
国
の
朝
鮮
へ
の
出
兵
に
対
抗
す
る
、
混
成
一
個
旅
田
の
派
遣
を
決
定
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
史
上
最
初
の
戦
時

下
の
総
選
挙
が
悶
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
c
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神
戸
で
は
、
立
憲
改
進
党
の
鹿
島
の
存
立
候
縮
、
自
由
党
の
本
城
の
再
挑
戦
が
自
明
の
戦
い
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
立
憲
改

進
党
の
池
長
通
が
兵
庫
部
の
、
滝
本
甚
右
衛
門
が
葺
合
部
の
推
薦
で
立
候
補
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
須
、
氷
清
も
噂
が
あ
っ
た
が
、

「
独
り
恐
る
べ
き
は
市
会
議
長
小
寺
泰
次
郎
」
だ
っ
た
。
小
寺
の
つ
洛
勢
力
は
一
挙
市
中
を
席
巻
す
る
に
足
る
べ
く
」
で
、
立

窓
改
進
党
の
鳩
山
和
夫
が
長
崎
遊
説
の
帰
り
に
小
寺
を
訪
れ
立
投
補
な
要
請
し
て
い
た
。

し
か
し
、
民
衆
は
朝
鮮
半
島
に
関
心

を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

寸
兎
に
角
朝
鮮
事
件
の
為
め
選
挙
者
の
心
外
に
馳
せ
思
ふ
様
に
（
候
補
者
が
）
熱
心
せ
ず
」
（
司
大
毎
』

明
治
二
十
七
年
六
月
二
十
二
日
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

立
市
一
地
改
進
党
は
対
外
硬
派
演
説
会
を
各
地
で
開
催
し
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
ワ

ズ
ム
に
燃
え
る
民
衆
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
七
月
七
日
に
姫
路
で
関
か
れ
た
対
外
硬
派
演
説
会
に
は
、
東
京
か
ら
長
谷
場
締

孝
や
肥
塚
龍
が
米
神
し
、
神
戸
の
鹿
島
秀
麿
や
名
倉
次
・
西
村
真
太
郎
ら
が
弁
士
と
な
り
、

「
聴
衆
無
慮
七
八
百
名
｝
と
盛
会

と
な
っ
た
。
臨
烏
に
は
、
対
外
硬
派
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
近
衛
篤
麿
の
「
援
助
的
石
盤
醐
の
書
簡
い
が
寄
せ
ら
れ
、
対
抗
し

て
本
城
も
板
坦
退
助
の
書
簡
を
支
持
者
に
配
布
し
た
。
投
票
日
直
前
に
は
、
鹿
島
に
「
大
限
伯
の
密
書
到
」
り
、
本
城
に
は
自

由
党
の
大
物
「
片
岡
健
吉
自
ら
出
陣
し
諏
訪
山
に
拠
っ
て
号
令
」
す
る
援
助
が
あ
っ
た
。
第
二
一
弘
は
中
立
派
を
探
傍
す
る
村
野

山
人
の
当
選
が
、
直
前
の
九
月
一
日
の
新
閣
で
も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
二
日
に
な
る
と
「
白
取
党
候
補
者
花
木
甚
お
衛
門
の

日清戦争と神戸

勢
力
俄
に
加
は
り
一
昨
夜
ま
で
は
村
野
氏
の
上
に
出
づ
る
の
得
票
あ
る
予
算
な
り
し
と
去
ふ
」

（
『
大
毎
』
同
九
月
二
日
）
と
自
由

党
の
善
戦
が
缶
え
ら
れ
る
よ
う
に
激
変
し
た
。

各
党
の
当
選
者
数
は
、

九
月
一
日
に
執
行
さ
れ
た
。

i
i
；
 

1
：

j
 

JF仁・は
μ
叫ん
zノ

第
間
関
臨
時
総
選
挙
は
、

七
月
一
一
一
十
日
の
公
示
に
よ
っ
て
、

第一節

（
第
三
回
一
一
九
i
v
第
四
回

O
六
）
、
立
憲
改
進
党
（
閉
口
入
↓
四
五
）
、
国
民
協
会
（
一
一
六
i
v
一二
O
）
、
立
憲
革
新
党
（
一
一
一
七
↓
四
O
）
と
、
若

一
十
の
増
減
は
あ
っ
た
が
、
勢
力
比
に
さ
ほ
ど
の
変
化
は
な
か
っ
た
。

兵
庫
県
で
は
、
第
一
区
鹿
島
秀
麿
（
立
態
改
進
党
）
が
本
域
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と

第
二
区
花
木
英
一
右
衛
門
（
自
由
党
）
は
村
野
と
凶
八

O
果
発
、

区
田
艇
士
悶
（
自
由
党
）
も
次
点
と
七
ニ
票
差
な

ど
接
戦
も
み
ら
れ
た
が
、

一
O
区
一
二
議
席
は
自
由
党
八
、
立
由
一
山
中
改
進
党
間
と
な
り
、
自
由
党
の
談
開
戦
が
目
立
っ
た
。

戦
争
と
市
民

明
治
二
十
七
年
八
月
一
日
明
治
天
皇
の
名
で
宣
戦
が
布
告
さ
れ
た
。
新
聞
で
は
っ
宣
戦
の
大
認
…
た
び
降
る

や
神
戸
の
民
心
も
亦
数
隠
感
激
し
箪
授
を
献
納
す
る
者
多
く
」
と
、
神
戸
市
で
も
日
清
戦
争
の
始
ま
り
に
興

夜
間
す
る
民
衆
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

っ
国
私
立
銀
行
会
社
員
等
L

は
東
京
の
福
沢
諭
吉
・
渋
沢
栄

ら
の
呼
び
か
け
に
応

うb

x一

、

一
県
官
勢
官
其
他
官
庁
官
克
」
は
別
偲
に
四
日
ま
で
に
五

O
O余
円
集
め
、
そ
の
後
の
献
金
も

A

含
め
て
隙
軍
と
海
軍
に
各

ん
べ
三
回
凶
円
八
八
銭
を
七
日
こ
ろ
送
っ
た
。
神
戸
市
吏
員
は
俸
給
の

一
%
を
陸
軍
愉
兵
部
に
献
納
す
る
と
決
め
た
。

一
日
か
ら

問
日
ま
で
に
兵
庫
県
庁
に
届
い
た
怖
兵
献
金
は
四

0
0
0内
に
も
な
り
、
清
瀬
や
ハ
ン
カ
チ

の
品
物
も
寄
せ
ら
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
桜
紙
的
だ
っ
た
。

吋
神
一
戸
又
新
日
開
制
』
は
、

っ
時
泌
征
軍
隊
慰
労
拠
金
」
止
な
呼
び
か
け
、

四
日
ま
で
に
一
度
朝
鮮

に
送
り
、
そ
の
後
の
分
だ
け
で
一
一
一

O
O円
以
上
に
な
っ
た
。
九
月
末
に
は
五
四
四
二
円
八
九
銭
二
原
に
な
っ
た
。
『
大
阪
係
臼
』

（
明
治
二
十
七
年
八
月
八
日
）
は
、
刊
本
族
ゃ
っ
日
商
大
農
一
？
な
ど
「
財
に
鏡
か
し
で
「
常
に
関
家
の
擁
護
と
人
民
の
尊
崇
を
受
く
る

も
の
」
は
「
斯
か
る
有
事
の
時
に
当
て
査
に
奮
発
一
番
大
に
資
財
を
描
っ
て
以
て
奉
公
の
誠
を
表
せ
ざ
る
可
け
ん
や
」
と
献
金

を
勧
め
る
社
説
「
大
に
軍
資
を
拠
出
す
ベ
し
L

を
掲
げ
た
。

八
月
九
日
実
業
家
の
軍
資
献
金
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
会
合
が
も
た
れ
た
。
山
本
屯
太
郎
－
九
鬼
降
輝
・
川
崎
正
蔵
・
光

村
利
藻
・
小
寺
泰
次
郎
・
池
田
貫
兵
衛
・
小
曽
根
喜
一
郎
・
川
西
清
兵
衛
ら
に
周
布
県
知
事
が
加
わ
っ
た
。

彼
ら
は
十
一
日
に
一
持
び
集
ま
り
、
神
戸
市
で
の
献
金
日
擦
を
一
六
万
円
と
定
め
た
。
主
唱
者
惣
代
を
鳴
滝
宰
恭
と
す
る
「
兵

庫
県
報
閤
義
会
」
の
発
起
人
会
は
、
九
月
一
一
一
日
開
か
れ
、
既
に
五

O
余
人
の
会
員
を
得
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
鳴
滝
が
二
五
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人
の
委
員
を
指
名
し
、
互
選
で
鳴
滝
・
小
関
根
高
一
郎
・
渡
辺
尚
の
一
一
一
人
が
専
務
委
良
に
な
っ
た
。
事
務
所
は
神
戸
高
業
会
議

所
に
殻
か
れ

報
国
義
会
に
軍
事
公
債
を
申
し
込
ん
だ
額
は
、
十
日
に
一
二
万
七
六

O
O円
、
十
一
日
に
一
一

万
七

0
0
0

円
だ
っ
た
。
十
一
日
で
は
、

一
万
円
以
上
が
六
人
、
五

0
0
0円
以
下
一

0
0円
以
上
は
一
一
一
六
人
だ
っ
た
。

一
万
円
以
上
は
、

光
村
利
蕊
七
万
円
・
小
曽
根
喜
一
部
五
万
円
、
九
鬼
騒
輝
・
渡
辺
尚
・
沢
田
清
兵
衛
・
沢
野
定
七
各
一
万
円
。
十
日
か
ら
十
一
一
一

日
ま
で
の
分
を
あ
わ
せ
て
一
九
八

日
清
戦
争
の
軍
事
公
債
応
募
は
、
関
民
が
熱
狂
的
に
支
持
し
、

五
O
O円
に
な
っ
た
。

締
め
切
り
日
の
九
月
十
一
一
一
日
午
前
ま
で
で

の
予
定
額
に
、
六

二
万
四
七

O
O円
と
一
一
倍
の
応
募
が
集
計
さ

れ
た
。
公
債
応
募
事
業
が
成
功
裏
に
終
わ
る
と
、

一
段
ハ
際
的
州
報
国
義
会
L

は
九
月
二
十
九
日
か
ら
「
新
聞
に
広
告
し
て
大
に

資
献
納
金
募
集
に
着
手
」
（
『
大
毎
』
同
九
月
二
十
九
日
）
し
た
。
十
一
月
末
ま
で
の
第
一
一
回
募
集
で
は
、
一
一
一
一
二
七
円
も
寄
せ
ら
れ
、

折
半
し
て
隙
海
軍
に
献
納
さ
れ
た
。
引
き
続
い
て
取
り
’
組
ん
だ
軍
事
公
債
第
二
回
募
集
で
は
、
総
額
六
一
万
九
七
五

O
円
に
な

っ
た
。
川
崎
正
蔵
一

O
万
円
、
渡
辺
尚
一
万
円
、
宮
崎
犠
一
四

0
0
0円
が
ベ
ス
ト
ス
リ
i
だ
が
、
ム
ハ

1
七
円
問
問
が
最
も
多
く
、

八
円
と
五
円
、
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
か
ら
、
市
民
の
中
関
、
が
応
募
の
中
心
だ
っ
た
と
措
定
さ
れ
る
。

M
N
戸
地
域
の
教
育
衛
生
・
農
工
商
業
者
の
間
体
で
あ
る
神
戸
一
一
一
交
協
会
（
会
員
二
一
一
一
五
人
）
も
潔
資
金
・
凶
兵
金
の
寄
付
か
］
決

iヨ語学決6f1・と神Jヨ

め
、
役
員
の
直
木
政
之
介
・
小
野
権
四
郎
・
高
徳
藤
五
郎
・
椛
谷
慶
造
・
上
松
忠
一
千
・
友
成
徳
次
郎
ら
が
ま
ず
五

O
円
か
ら
一

。
円
を
寄
付
し
、
九
月
末
ま
で
に
一
七
二

O
円
に
も
な
っ
た
。

多
開
通
の
実
業
団
体
盈
進
会
も
献
金
を
決
め
、
幹
事
鈴
木
侃
次
郎
（
開
業
医
）
が
中
心
と
な
っ
た
。
神
戸
港
の
静
船
営
業
者
総

んげ泊

μ
ん
日
炉第

代
（
上
野
督
官
）
も
、

八
月
二
十
一
日
各
五

O
O円
を
陸
軍
・
海
軍
に
献
納
し
た
。

十
月
十
二
日
、
神
戸
市
長
・
神
戸
市
参
事
会
員
・
神
戸
市
徴
兵
参
事
会
員
ら
が
呼
び
か
け
て
、

「
徴
集
兵
士
の
旅
費
贈
与
、
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二
回
寄
贈
口
問
も
帽
子
一

O
一
O
摘
で
、

従
惣
兵
士
の
家
族
補
助
を
計
ら
ん
た
め
一
（
『
大
毎
』
間
十
月
十
三
日
）
、
神
戸
尚

武
会
の
発
起
人
会
が
開
か
れ
た
。
十
一
月
上
旬
ま
で
に
「
千
二
百
余
名
」
の

応
募
者
が
あ
っ
た
の
で
、
十
一
月
七
日
市
役
所
で
委
員
会
を
開
き
、
役
員
選

日清戦争凱旋祝賀の門

挙
を
行
う
大
会
の
準
備
を
始
め
た
。

レ
L
3
J
L
1
、

一一
I
』
ノ
一
，
ノ

f
i

「
本
会
の
目
的
は
征
清
軍
の
終
局
に
烹
る
ま
で
婦
人
応
分

の
義
務
を
尽
さ
ん
が
為
め
広
く
会
員
を
募
集
し
協
同
し
て
事
を
為
す
に
あ

り
」
（
『
大
毎
』
間
十
一
月
十
日
）
と
す
る
「
神
戸
婦
人
報
公
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

会
長
に
問
布
点
子
（
知
事
夫
人
）
の
ほ
か
鈴
木
う
め
子
・
小
曽
根
し
げ
子
・
九

写真 21

山
見
よ
し
子
・
市
回
ひ
ざ
子
ら
二
五
人
の
委
員
を
選
ん
だ
。
十
二
月
末
ま
で
に

一八

O
O余
人
の
会
員
を
組
織
し
て
い
る
。
十
…
月
の
収
入
金
は
二
九
九
円

余
と
少
な
い
が
、
こ
の
会
に
よ
る
毛
糸
製
相
子
五

O
O倒
の
贈
呈
が
、
神
戸

女
学
院
生
徒
の
同
じ
く
一
五

O
倒
寄
付
を
辿
動
さ
せ
る
な
ど
市
民
の
間
に
戦

争
支
援
熱
を
高
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
会
は
、
第

十
二
月
八
日
紋
初
の
「
戦
勝
祝
賀
会
い
が
湊
川
堤
上
を
会
場
と
し
て
間
か
れ
た
。
準
備
会
は
、
「
十
去
歳
以
上
の
男
子
」

聞
も
同
じ
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

費
二
十
銭
L

な
ど
参
加
条
件
を
決
め
た
が
、
一
一
一
五

O
O余
人
の
参
加
の
ほ
か
、
数
万
人
の
見
物
人
も
加
わ
っ
て
「
湊
川
両
堤
防

は
恰
も
人
の
山
を
築
」
い
た
よ
う
だ
つ
た
。
参
加
者
は
生
田
神
社
・
渓
川
神
社
・
兵
庫
尋
常
小
学
校
の
三
カ
所
に
分
散
集
合
し
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て
、
軍
楽
隊
を
先
頭
に
会
場
に
向
か
い
、
周
布
知
事
が
祝
文
を
朗
読
し
、

「
大
元
帥
陛
下
万
歳
海
陸
軍
万
歳
」
を
一
一
一
階
し
て
祝

杯
を
挙
げ
た
。
周
布
の
祝
文
は
、
成
依
・
平
壌
・
豊
島
・
九
連
鼠
風
・
金
州
・
旅
順
の
戦
い
を
賛
美
し
、

「
惟
ふ
に
北
京
を
陥

れ
城
下
の
盟
を
為
さ
し
む
る
も
亦
逮
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
貴
人
生
の
一
大
快
事
な
ら
ず
や
」
（
『
火
山
鍬
』
同
十
二
月
十
一
日
）
と
北

京
攻
略
ま
で
も
期
待
し
て
い
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
、
北
京
城
を
仮
設
し
、
模
擬
の
分
捕
り
大
砲
で
総
攻
撃
し
、
災
上
す
る

の
を
見
て
「
凱
歌
唱
を
挙
げ
」
る
と
い
う
セ
ン
セ

1
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
各
地
で
開
か
れ
て
い
た
「
戦

勝
祝
賀
会
」
は
い
ず
れ
も
北
京
攻
略
を
求
め
て
お
り
、
国
民
の
戦
争
熱
拡
大
が
確
認
で
き
る
。

戦
勝
祝
賀
会
は
、
威
海
衛
占
領
を
記
念
し
て
明
治
二
十
八
年
二
月
十
五
日
に
も
行
わ
れ
た
。
午
後
六
時
か
ら
湊
川
神
社
で
行

わ
れ
た
会
に
は
、

間

0
0
0余
人
が
参
加
し
、

「
隊
伍
を
組
み
新
作
の
唱
歌
を
う
た
ひ
っ
つ
治
主
と
し
て
繰
出
し
ぬ
一
と
市
内

を一

O
時
過
ぎ
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
。

2 

戦
争
と
経
済

沼清戦争と神戸

貿
易
の
不
調

め
っ
き
り

日
清
戦
争
開
始
前
の
六
月
か
ら
七
月
に
は
、
神
戸
港
の
朝
鮮
・
中
国
貿
易
は
っ
滅
切
不
援
」
と
な
っ
た
。
将

米
の
不
安
か
ら
「
思
惑
仕
込
の
仰
き
は
丸
で
途
絶
」
ー
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
神
戸
の
代
表
的
産
業
で
あ
る

マ
ッ
チ
産
業
も
育
忠
吐
息
の
有
り
様
だ
っ
た
。
銀
貨
が
暴
落
し
た
た
め
、
原
料
で
あ
る
塩
酸
カ
リ
（
一
栂
日
一
一
一
一
斤
）
が
暴
騰
し

第一節

た
。
明
治
一
一
十
五
年
の
一
九
円
が
明
治
二
十
七
年
に
は
四

O
円
余
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
赤
燐
、
亜
鉛

等
も
問

0
1五
O
M河
上
昇
し
た
。
中
国
、
ボ
ン
ベ
ィ
、
カ
ル
カ
ッ
夕
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
の
輸
出
も
「
益
々
不
振
の
状
況

近代・ 5晃代歴史編l¥T277 



を
呈
し
」
て
い
た
。
明
治
二
十
七
年
に
製
造
者
は
大
阪
一
一
一
八
軒
、
神
戸
一
一
一
五
軒
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は

日
神
戸
の
燐
寸

連
合
会
事
務
所
で
、
営
業
短
縮
の
申
し
合
せ
を
行
っ
た
。

四
月
末
に
は
、
休
業
が
七

1
八
軒
、
破
産
寸
前
が
二
軒
、
大
手
で
も

一
O
日
に
二
日
（
一
日
と
六
日
で
、

一
六
と
称
す
る
）
休
業
し
て
よ
う
や
く
維
持
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
有
り
様
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
、
軸
木
が
清
闘
に
輸
出
さ
れ
、
国
内
で
品
薄
に
な
っ
た
た
め
、

「
愉
出
前
埠
的
課
税
し
を
大
蔵
省
に
請
願
し
た
が
、

却
下
さ
れ
た
た
め
、
再
度
調
査
の
う
え
大
蔵
省
と
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
商
で
清
悶
と
衝
突
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
月
に
は
、
大
阪
・
神
戸
の
マ
ッ
チ
業
者
七

O
余
人
は
、
前
田
正
名
を
神
戸
商
業
会
議
所
に
招
き
、
不
況
対
策
な
相
談
し
た
。

会
合
は
、
前
回
の
意
見
で
六
人
の
委
員
（
神
戸
は
滝
川
会
ニ
・
本
多
義
知
・
慰
問
原
好
二
）
を
選
び
、
委
員
は
大
阪
・
東
京
の
向
業
者
と

更
に
相
談
し
て
全
国
団
体
組
織
化
の
た
め
に
動
き
始
め
た
。
七
月
十
一
日
に
は
神
戸
港
の
マ
ッ
チ
業
者
の
総
会
を
開
き
、
委
員

の
報
告
と
悶
盟
休
業
を
討
議
し
た
。
九
月
一
一
一
日
京
都
で
全
国
燐
寸
業
者
大
会
が
閃
か
れ
、
東
京
に
本
部
を
置
く
日
本
燐
寸
義
会

を
結
成
し
た
。

日
清
戦
争
の
勃
発
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
済
問
へ
の
輸
出
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
見
た
本
城
安
次
郎
・
問
団
一
万
太
郎
・
竹
内

綱
・
寺
田
寛
ほ
か
七
人
は
、
七
月
初
旬
日
本
水
産
販
売
株
式
会
社
の
創
立
事
務
所
を
、
兵
防
水
産
会
社
に
設
け
た
。
資
本
金
は

一一一

O
万
門
で
、

「
微
々
た
る
L

実
績
し
か
な
い
神
戸
港
の
水
産
物
貿
易
に
差
回
し
た
の
だ
が
、
目
当
て
は
「
清
国
地
方
へ
販
路

を
広
め
」
る
こ
と
だ
っ
た
。
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3 

ハ
ワ
イ
移
民

移
民
会
社

の
続
出

日
本
が
ハ
ワ
イ
留
軍
の
求
め
に
応
じ
て
、

「
官
約
移
民
」
と
称
す
る
農
業
移
民
斡
旋
を
開
始
し
た
の
は
、
明
治

十
八
（
一
八
八
五
）
年
だ
っ
た
（
布
佳
日
系
人
連
合
協
会
発
行
『
ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史
』
）
。
年
々
農
業
移
民
が
増
加
し

た
た
め
、
一
一
十
四
年
に
「
官
約
移
民
」
は
打
ち
切
ら
れ
、
同
年
間
月
移
民
保
護
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
一
一
一

十
年
ま
で
に
七
つ
の
移
民
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
初
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
神
戸
市
元
町
一
一
丁
目
五
八
八
番
地
に

事
務
所
を
誼
い
た
神
戸
渡
航
合
資
会
社
で
あ
る
。
神
戸
市
の
今
井
太
左
衛
門
・
古
川
藤
五
郎
・
江
波
一
戸
幸
太
郎
の
一
一
一
人
が
発
起

人
で
、
資
本
金
は
一
万
去

0
0
0円
だ
っ
た
。
続
い
て
、
「
大
阪
神
戸
の
紳
商
が
資
本
金
百
万
円
を
以
て
神
戸
に
一
大
移
民
会
社

を
起
す
ベ
し
」
と
注
目
さ
れ
た
の
は
日
本
明
治
移
民
会
社
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
問
中
市
兵
衛
・
大
斑
竹
四
郎
・
阿
部
彦
太
郎
・

金
沢
仁
兵
衛
な
ど
の
実
業
家
以
外
に
も
、
篠
崎
五
郎
（
非
職
新
潟
県
知
事
）
・
山
口
英
之
（
も
と
明
治
移
民
会
社
社
長
）
も
加
わ
ろ
う
と

し
て
い
た
。
膨
大
な
資
本
金
は
、

「
メ
キ
シ
コ
及
米
国
に
て
地
所
を
買
入
れ
て
出
稼
せ
し
め
ん
と
の
大
仕
掛
に
よ
る
」
（
『
大
毎
』

日清戦争と神戸

明
治
二
十
周
年
四
月
二
十
三
日
）
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

突
は
明
治
移
民
会
社
と
し
て
営
業
し
て
い
た
も
の
を
、

問
中

ら
が
全
面
委
譲
さ
れ
、
移
民
保
護
規
則
に
基
づ
い
て
新
し
く
出
発
す
る
も
の
だ
っ
た
。
神
戸
居
留
地
で
営
業
し
て
い
た
サ
ミ
ュ

ル
・
サ
ミ
ュ
ル
商
会
や
ア
プ
ト
ン
ら
は

切
手
を
引
き
、

一
以
後
は
日
本
人
の
手
の
み
に
て
経
営
す
る
目
的
」
で
、
社
長
も
大

第一節

家
七
平
が
就
任
す
る
予
定
と
さ
れ
た
。

そ
関
係
コ
レ
無

た
だ
し
、
大
家
は
六
月
十
日
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
b

に
「
該
会
社
一
一

ク
候
」
と
の
京
告
を
出
し
て
い
る
。

五
月
十
回
目
、
移
民
と
会
社
の
契
約
書
案
が
田
川
布
知
事
の
認
可
を
得
た
た
め
、
十
五
日
か
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ら
開
業
し
た
。
専
務
取
締
役
に
は
、
後
藤
勝
造
が
指
名
さ
れ
、
事
務
所
も
栄
町
一
二
丁
目
に
移
転
し
た
。
移
民
保
護
規
則
に
よ
っ

て
、
兵
庫
県
は
移
民
取
扱
手
続
方
を
施
行
し
た
。
こ
れ
は
、
保
証
人
と
し
て
、
神
戸
市
陪
住
の
地
秘
一
五
円
以
上
ま
た
は
所
得

税
一
五
円
以
上
納
入
者
を
あ
げ
、
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、

っ
従
来
に
比
す
れ
ば
保
証
人
に
一
層
重
き
を
罷
」

い
た
も
の
と
な
っ
た
。
第

間
移
民
は
、
六
月
九
日
に
出
発
す
る
広
島
・
熊
本
・
山
口

の
ニ

O
O余
人
だ
っ
た
。
彼
ら
は

農
業
移
民
で
、

ハ
ワ
イ
の
参
米
支
店
支
配
人
加
藤
秀
平
が
業
務
を
担
当
し
た
。
こ
の
移
民
か
ら
会
社
は

人
七
円
の
手
数
料
を

取
る
契
約
に
な
っ
て
い
た
。
六
月
に
は
移
民
地
は
ハ
ワ
イ
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
現
地
の
代
理
人
は
恒
川
雅
一
一
一
一
口
の
ほ
か
、
板
野
レ
サ

左
衛
門
・
常
支
節
・
真
島
顕
蔵
・
柏
木
幸
之
介
・
後
藤
鉄
次
郎
・
今
井
佐
平
・
馬
木
克
博
と
さ
れ
た
。

七
月
十
八
日
に
は
古
佐

移
民
会
社
神
戸
出
張
所
（
所
長
寺
田
一
郎
は
元
神
一
戸
郵
便
電
信
局
長
）
も
渡
航
出
張
に
関
す
る
代
理
人
を
申
請
し
た
。
神
戸
に
は
一
一
一
つ

の
移
民
会
社
が
活
発
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
こ
の
節
は
『
大
紋
毎
日
新
聞
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
て
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